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・
は
じ
め
に

　

短
編
小
説
「
羅
生
門
」
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
九
月
に
脱
稿
さ
れ
、
同
年
一
一
月
の
「
帝
国
文
学
」
に
掲
載

さ
れ
た
。
初
出
当
時
は
「
芥
川
龍
之
介
」
で
は
な
く
、「
柳
川
隆
之
介
」
と
い
う
筆
名
で
の
発
表
と
な
っ
て
い
る
。
の

ち
の
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
五
月
に
第
一
創
作
集
『
羅
生
門
』（
阿
蘭
陀
書
房
）
に
収
録
さ
れ
、つ
い
で
一
九
一
九
（
大

正
八
）
年
に
作
品
集
『
鼻
』
に
収
録
さ
れ
る
が
、
そ
の
都
度
大
幅
な
改
稿
を
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
創
作
集

の
タ
イ
ト
ル
に
冠
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
作
者
自
身
の
愛
着
も
伺
え
、「
老
人
」（『
新
思
潮
』大
正
三
年
五
月
）や「
ひ
ょ
っ

と
こ
」（『
帝
国
文
学
』
大
正
四
年
四
月
）
な
ど
の
先
行
作
品
を
さ
し
お
い
て
、
芥
川
龍
之
介
の
実
質
的
な
処
女
作
品
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
の
蓄
積
も
豊
富
で
あ
り
、
理
智
と
諧
謔
と
を
縦
横
に
駆
使
し
た
芥
川
龍
之
介

と
い
う
小
説
家
の
実
質
的
な
「
誕
生
」
を
告
げ
る
傑
作
で
あ
る
と
い
う
評
価
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
今
後
も
お
お
き
く

変
わ
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
下
人
が
引
剥
ぎ
と
い
う
行
為
を
遂
行
す
る
に
至
る
ま
で
を
説
明

す
る
決
定
的
な
見
解
は
示
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、「
羅
生
門
」
の
テ
ク
ス
ト
を
読
み
解

く
こ
と
を
通
し
て
、
羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
待
つ
受
動
的
で
思
弁
的
な
存
在
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
下
人
が
暴
力
的

な
行
為
主
体
へ
と
変
貌
し
て
し
ま
う
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0

0

0

0

0

0

に
あ
た
っ
て
の
論
理
の
飛
躍

0

0

を
読
み
と
り
、
そ
こ
に
「
怖
れ
」
や
「
憎
悪
」
と

い
っ
た
感
情
、―
―
自
己
の
内
部
に
捉
え
き
れ
な
い
〈
外
部
〉
へ
の
情
動
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
作
品
集
『
鼻
』
に
収
録
さ
れ
た
定
稿
の
「
下
人
の
行
方
は
、
誰
も
知
ら
な
い
」
と
い
う
結

芥
川
龍
之
介「
羅
生
門
」論

―
―「
誰
も
知
ら
な
い
」自
己
へ
の
変
貌
―
―

倉
井
香
矛
哉
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び
の
一
文
に
（
自
己
の
「
解
放
」
や
「
発
見
」
で
は
な
く
）
自
己
自
身
に
お
け
る
他
者
性
の
発
現
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0

0

0

0

0

0
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0

0

0

と
し
て
の
「
誰
も
知

ら
な
い
」
自
己
へ
の
変
貌

0

0

と
い
う
ベ
ク
ト
ル
を
読
み
と
り
た
い
。
こ
の
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
人
の
造

型
は
近
代
的
な
自
我
を
具
有
す
る
個
人
と
し
て
で
は
な
く
、
自
己
分
裂
性
を
帯
び
た
矛
盾
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
導

き
だ
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

・
先
行
研
究

　

前
述
の
よ
う
に
、「
羅
生
門
」
を
め
ぐ
る
考
察
は
芥
川
龍
之
介
研
究
に
お
け
る
大
き
な
発
火
点
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

初
出
当
時
こ
そ
「
黙
殺
」
さ
れ
は
し
た
も
の
の
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
の
第
一
創
作
集
『
羅
生
門
』
の
刊
行
後
、

江
口
渙
は
、「
芥
川
君
の
作
品
の
基
調
を
な
す
も
の
は
澄
切
っ
た
と
さ
れ
た
ヒ
ユ
モ
ア
ー
で
あ
る
」（
１
）と

い
い
、「
芥

川
君
の
凡
て
の
長
所
が
自
然
に
交
錯
し
て
現
は
れ
て
ゐ
る
点
で
そ
の
準
処
女
作
で
あ
る
「
羅
生
門
」
は
推
奨
措
く
能
は

ざ
る
者
で
あ
る
」（
２
）と

絶
賛
し
て
い
る
。

　

芥
川
研
究
の
礎
石
を
築
い
た
吉
田
精
一
は
、「
羅
生
門
」
に
つ
い
て
、「
下
人
の
心
理
の
推
移
を
主
題
と
し
、
あ
わ
せ

て
生
き
ん
が
た
め
に
、各
人
各
様
に
持
た
ざ
る
を
得
ぬ
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
あ
ば
く
」
（
３
）こ

と
が
、
こ
の
作
の
主
眼
で
あ
っ

た
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
作
品
を
作
者
の
現
状
と
結
び
つ
け
、
そ
の
全
貌
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
吉
田
論
は
、
今

日
に
お
い
て
も
「
羅
生
門
」
研
究
に
お
け
る
定
説
の
ひ
と
つ
を
構
成
し
て
い
る
。

　

つ
づ
い
て
、「
羅
生
門
」
の
作
品
研
究
に
通
底
す
る
基
本
的
な
枠
組
み
を
提
示
し
た
三
好
行
雄
は
、「
芥
川
龍
之
介
の

資
質
と
可
能
性
の
最
初
の
具
現
で
あ
り
、
歴
史
小
説
の
方
向
と
形
を
さ
だ
め
た
原
型
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る（
４
）。

作
中
後
半
に
お
け
る
老
婆
の
発
話
に
注
目
し
た
三
好
は
、
作
品
の
主
題
を
「
追
い
つ
め
ら
れ
た
限
界
状
況
に
露
呈
す
る

人
間
悪
で
あ
り
、
い
わ
ば
存
在
そ
の
も
の
の
負
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
苦
痛
」
で
あ
る
と
し
た
。
―
―
自
己
の
行
為
に
「
第
三

者
の
〈
許
し
〉」
を
主
張
す
る
老
婆
と
、
同
じ
く
「
許
し
あ
う
世
界
」
に
身
を
投
じ
た
下
人
と
が
、
互
い
を
許
し
あ
う

こ
と
で
人
間
存
在
の
ま
ぬ
が
れ
が
た
い
事
実
を
顕
在
化
せ
し
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
三
好
論

に
は
反
論
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
浅
野
洋
は
、老
婆
の
話
を
聞
く
下
人
が
「
冷
然
と
し
て
」
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

「
許
し
あ
う
世
界
」
の
現
前
と
い
う
見
方
に
異
論
を
唱
え
た（
５
）。

ま
た
笹
淵
友
一
は
、「
愉
快
な
小
説
」
と
い
う
作
者

（
１
）江

口
渙
「
芥
川
君
の
作
品
（
上
）『
毎
日
新
聞
』

大
正
六
年
六
月
二
八
日
、
東
京
日
日
新
聞
社

（
２
）江

口
渙
「
芥
川
君
の
作
品
（
中
）」『
毎
日
新
聞
』

大
正
六
年
六
月
二
九
日
、
東
京
日
日
新
聞
社

（
３
）吉

田
精
一
「
羅
生
門
」『
近
代
文
学
鑑
賞
講
座
11

　

芥
川
龍
之
介
』
角
川
書
店

（
４
）三

好
行
雄
「
無
明
の
闇
―
―
「
羅
生
門
」
の
世

界
―
―
」『
芥
川
龍
之
介
論
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七

六
・
九

（
５
）浅

野
洋「
芥
川
龍
之
介
―
―『
羅
生
門
』を
め
ぐ
っ

て
―
―
」『
日
本
の
説
話
』
６
、
近
代
東
京
美
術
、

一
九
七
四
・
三


